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カ
ブ
ト
ム
シ

　

大
型
連
休
の
頃
は
、若
葉
の
森
に
と
っ

て
も
特
別
な
時
期
で
す
。
新
緑
の
下
、

キ
ン
ラ
ン
や
ギ
ン
ラ
ン
が
花
開
き
、
森

が
華
や
か
に
彩
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
４
月
26
日
に
は
、
５
ヶ
所
で
キ

ン
ラ
ン
43
株
、
ギ
ン
ラ
ン
と
サ
サ
バ
ギ

ン
ラ
ン
39
株
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
毎
年
、
株
数
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。「
若
葉
の
森
３
・
１
会
」「
若

葉
緑
地
の
会
」
の
活
動
が
寄
与
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

若
葉
の
森
に
は
、 

①
コ
ナ
ラ
な
ど
落

葉
樹
が
多
く
冬
の
間
、
地
面
に
た
っ
ぷ

り
陽
光
が
注
ぐ
林
と
、 

②
シ
ラ
カ
シ
な
ど

常
緑
樹
が
多
く
一
年
中
、
少
し
暗
い
林

が
あ
り
、 

①
に
は
キ
ン
ラ
ン
、 

②
に
は
ギ

ン
ラ
ン
が
生
育
。
そ
う
い
う
住
み
分
け

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
春
、
改

め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
。

　

若
葉
の
森
の
一
画
の
、
長
い
間
、
放

置
さ
れ
暗
い
藪
に
な
っ
て
い
た
林
で
１

月
に
間
伐
・
下
刈
が
行
わ
れ
、
明
る
い

疎
林
に
変
貌
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
４

月
下
旬
に
サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
が
10
株
以

上
も
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
１
月
ま
で

は
、
ほ
と
ん
ど
陽
が
差
さ
な
か
っ
た
場

所
。
し
か
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
瓦
礫

の
山
に
「
敢
然
と
」
根
を
下
ろ
し
た
株

も
発
見
。
樹
上
に
着
生
す
る
ラ
ン
の
仲

間
も
多
い
の
で
、
土
が
な
い
所
も
案
外

平
気
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

地
下
の
菌
類
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
は

確
か
。
や
っ
ぱ
り
、
す
ご
い
。

　

こ
の
林
、
来
春
以
後
、
サ
サ
バ
ギ
ン

ラ
ン
の
分
布
が
ど
う
な
る
の
か
。
林
縁

部
に
は
数
株
の
キ
ン
ラ
ン
も
あ
る
の
で
、

明
る
い
林
に
な
っ
た
の
を
機
に
キ
ン
ラ

ン
が
一
気
に
領
地
を
拡
大
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
（
大
村
哲
夫
）

若葉の森は蘭の花ざかり

キンラン

キンランより ひと月早く咲く。

３月下旬、コナラの多い林はお
日さまがいっぱい。キンランが
自生する場所は、近くで伐採し
た竹でつくった柵で保護してい
る。

瓦礫の山に咲いた。ギンランと似てい
るがササバギンランの花は葉の先より
上に出ない。（花軸が短い）

シュンラン

ササバギンラン

　

日
本
の
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
思
い

浮
か
ぶ
の
が
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
と
「
ク
ワ
ガ

タ
ム
シ
」
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
。
こ
の
う
ち
、
カ

ブ
ト
ム
シ
は
メ
ス
の
姿
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、

日
本
国
内
で
も
カ
ブ
ト
ム
シ
を
は
じ
め
数
種

（
亜
種
）
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
名
の
と
お
り
、
戦
国
武
将
の
兜
を
思
わ
せ

る
立
派
な
角
を
持
っ
た
オ
ス
は
、
特
に
男
の

子
の
根
強
い
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
成
虫
は
、
日
中
は
木
の
根

元
に
溜
ま
っ
た
腐
葉
土
中
等
に
潜
み
、
夜
に

な
る
と
樹
液
を
求
め
て
活
動
し
ま
す
。
こ
の

腐
葉
土
は
親
が
隠
れ
る
だ
け
で
な
く
、
産
卵

場
所
や
幼
虫
の
生
息
場
所
と
し
て
も
重
要
で

あ
り
、
掘
る
こ
と
で
卵
を
つ
ぶ
し
た
り
幼
虫

を
傷
つ
け
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

む
や
み
や
た
ら
と
堀
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
成
虫
の
寿
命

は
概
ね
１
〜
３
ヶ
月
で
あ
り
、
成
虫
が
冬
を

越
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
親

は
長
生
き
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
れ
ば
見

つ
け
て
も
そ
っ
と
見
守
る
だ
け
に
し
て
あ
げ

て
下
さ
い
。       　
　
　
　
　
　

(

石
川
和
宏
）

カブトムシを探して
掘り返した根本の土
は、必ず埋め戻してね
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
原
産
地
と
す
る
が
、
牧
草
と

し
て
世
界
中
の
温
帯
域
で
栽
培
さ
れ
、
各
国
で

逸
脱
帰
化
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
明
治
時
代

初
期
、
飼
料
用
作
物
と
し
て
導
入
さ
れ
、
各
地

で
栽
培
さ
れ
て
き
た
結
果
、
現
在
で
は
市
街
地

の
道
路
脇
か
ら
河
川
敷
、
山
岳
地
帯
ま
で
野
生

化
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　

河
川
敷
を
歩
く
と
、
冬
の
間
は
ロ
ゼ
ッ
ト
状

に
地
面
に
張
り
付
い
て
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
と
見

間
違
え
る
姿
を
し
て
い
る
が
、
気
温
が
上
が
る

に
つ
け
、
背
丈
を
高
く
伸
ば
し
、
茎
の
頂
に
蝶

形
花
を
球
形
に
集
め
た
淡
紅
色
の
花
を
咲
か
せ

る
。

　

繁
殖
力
も
旺
盛
で
、
株
元
か
ら
幾
つ
も
の
枝

を
伸
ば
し
、
踏
み
つ
け
ら
れ
な
い
場
所
で
は
シ

ロ
ツ
メ
ク
サ
領
域
に
も

侵
入
し
、
入
れ
替
わ
り

を
起
こ
し
て
い
る
。
多

摩
川
の
河
川
敷
に
は
、

原
産
地
を
同
じ
く
す
る

寄
生
植
物
の
ヤ
セ
ウ
ツ

ボ
が
寄
生
し
て
い
る
株

を
良
く
見
か
け
る
。

　

マ
メ
科
の
帰
化
植
物
の
多
く
は
飼
料
用
に
導

入
さ
れ
た
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ヤ
コ
グ
サ
、
ナ
ヨ
ク
サ
フ
ジ
な
ど

の
ほ
か
、
緑
肥
と
し
て
古
い
時
代
に
導
入
さ
れ
、

逸
脱
し
た
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
、

薬
用
植
物
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
エ
ビ
ス
グ
サ
、

ハ
ブ
ソ
ウ
、
観
賞
用
と
し
て
導
入
さ
れ
た
ベ
ニ

バ
ナ
ツ
メ
ク
サ
、
オ
ジ
ギ
ソ
ウ
、
ヒ
ロ
ハ
レ
ン

リ
ソ
ウ
の
ほ
か
、
羊
毛
や
綿
花
に
種
子
が
付
着

し
て
侵
入
し
た
も
の
、
食
用
種
子
な
ど
に
混
入

し
て
帰
化
し
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　

多
摩
川
で
は
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク

サ
、
コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ヤ
コ

グ
サ
、
ナ
ヨ
ク
サ
フ
ジ
、
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
な
ど

が
観
察
さ
れ
る
。 Trifolium pretense L. 

◇
ウ
ナ
ギ
捕
り　

　

昔
、
羽
毛
田
の
川
（
現
在
の
根
川
の
こ
と
）

に
ウ
ナ
ギ
筌
（
ウ
ナ
ギ
ド
ゥ
）
を
仕
掛
け
た
こ

と
が
あ
る
。
中
に
は
竹
藪
に
い
た
太
く
て
長
い

ミ
ミ
ズ
を
15
匹
く
ら
い
入
れ
て
夕
方
し
か
け
、

朝
上
げ
に
行
く
。
そ
の
と
き
は
捕
れ
な
か
っ
た

が
、
親
父
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
50
年
頃
ま
で

漁
業
組
合
員
で
、
や
は
り
田
ん
ぼ
の
川
や
多
摩

川
に
仕
掛
け
た
も
の
と
思
う
。
当
家
の
使
っ
て

い
た
ウ
ナ
ギ
筌
は
長
さ
75
セ
ン
チ
、
太
さ
10
セ

ン
チ
５
ミ
リ
の
大
き
さ
だ
っ
た
。
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◆
榎
本
勉
さ
ん
の
お
話

  

昭
和
13
年 

上
ケ
給
（
国
領
町
あ
た
り
）
生
ま
れ 　

古
く
は
ド
ジ
ョ
ウ
ブ
チ(

長
い
柄
の
つ
い
た

針
金
の
ブ
ラ
シ
の
よ
う
な
物)

と
い
う
道
具
を

使
い
カ
ン
テ
ラ
を
照
ら
し
月
夜
の
晩
に
ド
ジ
ョ

ウ
を
捕
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
私
は
使
っ

た
こ
と
は
な
い
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
は
田
ん
ぼ
の
水
口
に
竹
で

で
き
た
長
さ
55
セ
ン
チ
太
さ
15
セ
ン
チ
の
ド
ウ

ジ
ョ
ウ
筌
（
ド
ジ
ョ
ウ
ド
ゥ
）
を
仕
掛
け
た
。

冬
は
泥
の
中
に
も
ぐ
っ
て
い
る
の
で
泥
ご
と
す

く
っ
て
地
面
に
拡
げ
、
ド
ジ
ョ
ウ
だ
け
手
づ
か

み
で
捕
っ
た
り
も
し
た
。

　

多
摩
川
に
も
オ
イ
ノ
メ
ド
ジ
ョ
ウ(

シ
マ
ド

ジ
ョ
ウ
の
こ
と)

と
い
う 

ド
ジ
ョ
ウ
が
、
川
底

に
水
が
湧
い
て
い
て
砂
が
た
ま
っ
て
い
る
よ
う

な
所
に
む
ら
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
捕
る
の
に

も
ド
ウ
ジ
ョ
ウ
筌
か
、
雑
漁
筌
が
使
わ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
ド
ジ
ョ
ウ
は

太
く
て
泥
臭
く
な
く
て
そ
の
上
卵
を
も
っ
て
い

て
と
て
も
う
ま
か
っ
た
。
エ
サ
に
は
タ
ニ
シ
を

砕
き
、
入
り
糠
と
田
の
泥
を
混
ぜ
て
団
子
に
し

て
入
れ
た
よ
う
だ
。

ウ
ナ
ギ

ウ
ナ
ギ

ウ
ナ
ギ
ド
ゥ

ウ
ナ
ギ
ド
ゥ

川
の
流
れ

草
取
り
も
一
緒
に
行
い
ま
す
。

● 

く
ろ
つ
け
準
備

畦
の
整
理
（
昨
年
く
ろ
つ
け
で
盛
っ

た
土
を
削
っ
た
り
、
崩
れ
て
い
る

部
分
を
補
修
）
を
行
な
い
、
畦
に

そ
っ
て
水
を
引
き
込
み
ま
す
。

※

写
真
は
５
月
30
日　

水
を
引
き

　

入
れ
て
い
る
カ
ニ
山
前
農
家
の

　

田
ん
ぼ

５
月
は
田
ん
ぼ
の
準
備

● 

用
水
路
清
掃

● 

荒
起
こ
し
と
、
堆
肥
入
れ

田
ん
ぼ
全
体
を
耕
運
機
で
荒
く

耕
し
ま
す
。

堆
肥
置
き
場
か
ら
堆
肥
を
田
ん

ぼ
に
運
び
漉
き
込
み
ま
す
。

● 

畑
と
畦
の
草
刈
り

く
ろ
つ
け
を
行
う
た
め
に
、
畦

の
草
を
刈
り
取
り
ま
す
。
畑
の

戸部英貞（絵・文）

「
多
摩
川
中
流
域
の
漁
撈
具
」（
安
斎
忠
雄
著
）
よ
り
図
を
拝
借

※

ド
ジ
ョ
ウ
ブ
チ

　
私
の
父
親
が
木
綿
針
を

櫛
状
に
並
べ
、
ブ
リ
キ
の

板
で
は
さ
ん
だ
櫛
を
作

り
、
夜
の
田
圃
に
産
卵
に

来
る
ナ
マ
ズ
を
捕
り
に

カ
ー
バ
イ
ト
の
カ
ン
テ
ラ

を
下
げ
て
出
か
け
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
祭

り
の
夜
店
な
ど
で
は
ど
こ

も
カ
ー
バ
イ
ト
の
カ
ン
テ

ラ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。  

                       

戸
部
英
貞

◇
ド
ジ
ョ
ウ
捕
り
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４
月
12
日
（
土
）　

晴
れ　

参
加
者
６
名　

　
２
月
15
・
16
日
の
大
雪
に
よ
り
、
下
段
通
路

横
の
ス
ダ
ジ
イ
、
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
の
枝
折
れ

が
残
っ
て
い
た
の
で
安
全
及
び
景
観
の
た
め
、

折
損
部
の
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
下
段
の
サ
サ
刈
り
と
、
ツ
ゲ
等
の
常
緑

樹
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
陽
ざ
し
が
さ

え
ぎ
ら
れ
る
た
め
、
林
床
を
明
る
く
す
る
た
め

の
剪
定
も
行
い
ま
し
た
。(

活
動
報
告
よ
り
）

ちょうふの崖線樹林を守る

若
葉
の
森
３・１
会

５
月
10
日
（
土
）
晴
れ　

参
加
者
７
名

　

通
路
に
倒
れ
る
恐
れ
の
あ
る
枯
木
を
伐
倒
。

樹
高
10
ｍ
以
上
の
大
木
の
た
め
安
全
に
は
十
分

配
慮
し
行
っ
た
。
そ
の
後
ド
ン
グ
リ
苗
圃
の
ハ

ル
ジ
オ
ン
な
ど
の
草
刈
。

　

同
日
、
調
布
駅
前
で
開
催
の
ア
ー
ス
デ
イ
の

た
め
、「
ち
ょ
う
ふ
環
境
市
民
会
議
」
ブ
ー
ス
用

に
タ
ケ
を
切
り
出
し
て
届
け
、
４
名
が
コ
ッ
プ

づ
く
り
な
ど
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
の
お
手
伝
い

を
し
た
。（
Ｋ
）

ハルジオンがはびこる

キンラン

ミズキに群がるムシ

シュンラン

コナラなどの若葉

　
５
月
17
日
（
土
）
平
成
25
年
度
の
開
校
式
が
市

役
所･

漁
協
な
ど
か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
行
わ
れ
ま

し
た
。参
加
児
童
は
44
名
。保
護
者
ス
タ
ッ
フ
33
名
、

計
77
名
で
す
。

　

そ
の
後
、
ガ
サ
ガ
サ
で
す
。
河
原
で
は
護
岸
工

事
で
し
ょ
う
か
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
が
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
天
気
は
快
晴
！　

水
量
は
や
や
少

な
め
。
水
温
も
少
々
低
め
。
と
い
っ
た
中
、
児
童

た
ち
は
元
気
に
ガ
サ
ガ
サ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
16
種
類
と
魚
種
も
少
な
め
で
し
た
。
残

念
な
が
ら
遡
上
し
て
い
る
稚
ア
ユ
も
確
認
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
水
辺
の
楽
校
は
、
今
年
度

も
夏
に
冒
険
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ーin

多
摩
川
）、

秋
に
ク
リ
ン
ア
ッ
プ
と
芋
煮
、
冬
は
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
児
童
た
ち
と
自
然
の
楽

し
さ
怖
さ
安
全
性
な
ど
学
ん
で
い
き
ま
す
。　

　

 　

   

水
辺
の
楽
校
サ
ポ
ー
タ
ー
・
池
ノ
内
伸
行

ᛦࠋ൦ᡀỉಏఄᴾఄࡸ

４
月
20
日
（
日
）
晴
れ
、
参
加
者
９
人

　

春
の
方
形
枠
調
査
と
植
物
観
察
を
行
っ
た
。
根

本
さ
ん
か
ら
新
会
員
へ
調
査
方
法
の
説
明
の
後
、

似
た
植
物
同
士
の
見
分
け
方
を
聞
き
な
が
ら
ゴ
ミ

拾
い
を
し
、
樹
林
地
内
を
巡
回
し
た
。
マ
テ
バ
シ

イ
広
場
が
伐
採
に
よ
り
明
る
く
な
っ
た
た
め
キ
ラ

ン
ソ
ウ
が
あ
ち
こ
ち
で
咲
き
、
ク
ズ
も
勢
力
を
増

し
て
く
る
な
ど
植
生
の
変
化
を
感
じ
た
。

花
：
シ
ャ
ガ
、
ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
、
ヤ
ブ
ニ
ン
ジ
ン
、

ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
ヤ
ブ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
ク
ヌ
ギ
、
ハ
ル
ジ

オ
ン
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ア
オ
キ
、
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
、

キ
ラ
ン
ソ
ウ
、
ヤ
ブ
タ
ビ
ラ
コ　

実
：
ア
オ
キ　

鳥
：

メ
ジ
ロ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ハ
シ
ブ
ト
カ
ラ
ス
。

　

午
後
、
有
志
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
裏
雑
木
林
の
観
察
会
も

行
っ
た
。
キ
ン
ラ
ン
を
確
認
。

 

５
月
18
日
（
日
）
晴
れ
、
参
加
者
９
人

　

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
・
マ
テ
バ
シ
イ
・
ク
ズ
な
ど
の

成
長
が
早
く
、
４
月
に
群
生
し
て
い
た
キ
ラ
ン
ソ

ウ
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　

民
家
と
の
境
界
の
下
草
刈
り
、
４
月
に
で
き
な

か
っ
た
雪
で
折
れ
た
枝
の
片
付
け
、
隣
家
か
ら
の

竹
の
は
び
こ
り
の
伐
採
を
し
た
。
早
目
の
作
業
が

必
要
で
あ
る
。
高
校
生
が
１
人
い
る
だ
け
で
、
作

業
が
は
か
ど
る
こ
と
が
う
れ

し
い
。

花
：
キ
ラ
ン
ソ
ウ
、
コ
オ
ニ
タ
ビ

ラ
コ
、
ヒ
メ
ジ
オ
ン
、
サ
ツ
キ   

鳥
：
ア
オ
ゲ
ラ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、

ヒ
ヨ
ド
リ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
安
部
）

４
月
６
日（
日
）
曇
り
の
ち
雨   

参
加
者
６
名

　

桜
が
満
開
で
し
た
。
前
半
は
、
第
１
緑
地
で
、

雪
で
折
れ
た
枝
を
利
用
し
て
コ
ン
ポ
ス
ト
柵
の

補
強
。
中
央
部
通
路
の
階
段
の
土
留
め
補
強
。
後

半
は
、
第
２
緑
地
で
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
の
刈
り
取
り
。コンポスト柵補強

 
竹伐採作業

ハープ演奏

満開のヤマザクラ

落ち葉かき

５
月
４
日
（
日
）
晴
れ　

参
加
者
７
名

　

キ
ン
ラ
ン
が
通
路
脇
に
ま
で
咲
い
て
い
ま
し

た
。
前
半
は
通
常
作
業
。
ゴ
ミ
拾
い
、小
枝
伐
採
、

六
別
坂
と
緑
地
内
の
通
路
や
階
段
の
落
葉
か
き

を
行
い
後
半
に
備
え
ま
し
た
。
後
半
は
、
当
地

で
開
催
さ
れ
た
雑
木
林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
講
座
第

１
回
に
加
わ
り
、
小
池
先
生
か
ら
キ
ン
ラ
ン
、

ギ
ン
ラ
ン
、
木
々
の
植
生
、
草
花
の
観
察
、
竹

の
伐
採
の
仕
方
を

学
び
ま
し
た
。

◆
若
葉
の
森
で
歌
う
会
（
第
８
回
）

５
月
11
日
（
日
）
第
１

緑
地
で
開
催
。
好
天
に

恵
ま
れ
参
加
者
39
名
、

飛
び
入
り
も
。
歌
声
や

ハ
ー
プ
の
曲
が
森
に
響

き
ま
し
た
。(

Ｎ
＆
Ｋ)

。

オイカワ、ギンブナ、メダカ、トウヨシノボリ、ハグロトンボ ( ヤゴ）、
ヒゲナガトビケラ、コオニヤンマ（ヤゴ）、サナエトンボ科（ヤゴ）、シマ
ドジョウ、ヌカエビ、ウグイ、モクズカニ
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原
則
毎
月
第
３
日
曜
に
樹
林
の
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

直
接
入
間
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
６
／
15 （
日
）9:30

〜12:00

●
７
／
20 （
日
）9:30

〜12:00

毎
月
第
２
土
曜
に
自
然
広
場
で
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
野
草
園
横
直
接
集
合

●
６
／
14
（
土
）10:00

〜12:00

●
７
／
12 
（
土
）10:00

〜12:00

環
境
市
民
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

原
則
毎
月
第
２
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
３
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
６
／
８
（
日
）9:30

〜12:00

●
７
／
13
（
日
）9:30

〜12:00

先
の
４
つ
の
活
動
へ
の
参
加
、
そ
の
他

は
緑
と
公
園
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

042-481-7083

  

入
間
・
樹
林
の
会

若
葉
緑
地
の
会

若
葉
の
森
３
・
１
会

原
則
毎
月
第
１
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
１
・
２
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
６
／
１
（
日
） 9:30

〜12:00

●
７
／
６
（
日
） 9:30

〜12:00

䕺䛣䛾⮬↛䛰䜘䜚䛿䚷䛱䜗䛖䜅⎔ቃᕷẸ㆟䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛻䜒ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䕺

ȠǷȷᖓȷᓶƬƺ
　

深
大
寺
五
差
路
近
く
の
雑
木
林
。
５

月
24
日
、
入
口
近
く
の
パ
ー
ゴ
ラ
の
所

に
い
る
と
、
フ
ワ
フ
ワ
と
白
い
も
の
が

舞
っ
て
き
た
。

「
な
ん
だ
ろ
う
？
ポ
プ
ラ
の
綿
毛
と
は

少
し
違
う
ね
。」一
人
が「
あ
、こ
れ
だ
。」

と
大
き
な
ク
ワ
の
樹
の
葉
裏
を
見
て
い

る
。「
ほ
ん
と
だ
〜
。」
撚
ら
れ
た
糸
の

よ
う
に
何
本
も
葉
か
ら
垂
れ
下
が
っ
て

い
る
物
や
綿
の
よ
う
に
葉
裏
に
つ
い
て

い
る
も
の
。
そ
し
て
ご
く
小
さ
な
ム
シ

が
何
匹
が
う
ご
め
い
て
い
る
。

　

後
日
ひ
と
に
聞
い
た
り
、
ネ
ッ
ト
検

索
し
た
り
で
「
ア
オ
バ
ハ
ゴ
ロ
モ
？　

ワ
タ
ム
シ
？
」と
候
補
が
あ
が
っ
た
が
、

「
ア
オ
バ
ハ
ゴ
ロ
モ
は
も
っ
と
上
品
で

す
！
」

　

熱
心
に
検
索
を
続
け
て
く
れ
た
仲
間

が
「
こ
れ
だ
ね
。
ク
ワ
キ
ジ
ラ
ミ
」

名
前
か
ら
し
て
ト
リ
ハ
ダ
も
の
で
す
が

害
虫
の
よ
う
で
す
。
で
も
疑
問
が
解
決

し
て
一
同
ス
ッ
キ
リ
！

　

同
日
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
葉
の
上
に
ゴ

マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
ら
し
き
チ
ョ
ウ
が
と

ま
っ
て
、
ス
ト
ロ―

状
の
口
を
出
し
て

い
る
。

「
ま
さ
か
葉
っ
ぱ
の
水
分
を
吸
っ
て
い

る
わ
け
で
も
無
い
だ
ろ
う
し
。」「
葉
の

表
面
が
光
っ
て
る
ね
」「
あ
れ
？
甘
い
。

こ
れ
を
舐
め
て
い
る
の
ね
。
葉
っ
ぱ
か

ら
蜜
が
で
て
い
る
の
か
し
ら
？
」

「
初
め
て
気
づ
い
た
ね
。
ホ
ウ
の
葉
っ

ぱ
も
光
っ
て
い
る
所
は
甘
い
わ
」

　

後
日
こ
れ
も
人
に
聞
き
「
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
分
泌
物
だ
よ
。」「
え
〜
！
」
そ
し

て
ネ
ッ
ト
検
索
し
て
く
れ
た
仲
間
に
よ

る
と
「
花
由
来
で
は
な
い
蜂
蜜
、
甘
露

蜂
蜜
と
い
う
の
も
あ
る
そ
う
よ
。」

　

ま
た
関
東
地
方
の
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ

ラ
は
春
に
は
白
化
と
い
っ
て
赤
い
紋
が

無
い
、
白
っ
ぽ
い
物
が
出
現
す
る
そ
う

で
す
。
と
い
う
訳
で
こ
れ
も
ア
カ
ボ
シ

ゴ
マ
ダ
ラ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
落
ち
て
き
た
見

慣
れ
な
い
小
さ
な
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
は

「
ヤ
ハ
ズ
カ
ミ
キ
リ
」
と
判
明
。

80
万
種
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
虫
達
の

ほ
ん
の
数
種
の
名
前
を
知
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ)

上の 2枚がクワキジラミ
下の写真に写る黒い卵はカメム
シの仲間の卵

参考までに、これは昨年
カニ山で撮影された
ハゴロモの仲間の幼虫

ヤハズカミキリ

ヤマボウシの葉の上で熱心に
蜜を舐めるチョウ。白化型の
アカボシゴマダラか？

写真提供：中原 /北谷

 

カ
ニ
山
の
会

編集後記

　

 

若
葉
の
森 

３
・
１
会
の
協
力
で
、
小

池
講
師
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
キ
ン
ラ
ン

の
咲
く
崖
線
樹
林
地
を
観
察
し
た
。（
１

頁
参
照
）
今
回
は
14
名
の
受
講
生
を
含
む

20
数
名
が
参
加
。

　

そ
の
後
樹
林
地
内
の
竹
林
で
竹
の
伐
採

実
習
を
行
っ
た
。

写真上、講師の解説を聞きな
がらたくさんのキンランが咲
いた樹林内のようすを観察。
左は竹林の竹の切り出し実
習。残った切り株には切れ目
を入れることで、早く腐らせ、
しかも蚊の発生を防止する。
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５
月
末
日
か
ら
の
突
然
の
暑
さ
。

１
面
の
記
事
を
戴
い
た
と
き
は
ま
だ
春
の

名
残
が
あ
っ
た
の
に
。
と
も
か
く
青
々
と

し
た
草
や
緑
の
葉
が
茂
る
雑
木
林
は
最
高

で
す
。

　

昔
な
が
ら
の
省
エ
ネ
暮
ら
し
を
参
考
に

今
年
も
緑
の
カ
ー
テ
ン
育
て
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｅ
）

布
多
天
神
横
の
木
に
か
か
げ
ら
れ
た
注
意
書
き
。

「
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
が
あ
る
の
で
保
護
し
ま

し
ょ
う
」

　

ま
だ
こ
こ
で
見
た
事
は
無
い
の
で
す
が
、
在

来
種
の
日
本
ミ
ツ
バ
チ
が
い
る
の
な
ら
嬉
し
い

で
す
ね
。


